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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電極を有するタッチセンス領域に対する物体の位置に基づく属性を検出する方法
であって、
　前記物体の位置によって電気的に影響された結果信号を得るために、前記複数の電極の
関連する少なくとも１つに印加される、複数の別個のデジタル符号に基づく複数の変調信
号を印加するステップと、
　前記複数の別個のデジタル符号を使用して前記結果信号を復調し、前記物体によって引
き起こされた電気的効果を選別するステップと、
　前記電気的効果から、前記複数の電極に対する前記物体の前記位置に基づく属性を決定
するステップとを含む方法。
【請求項２】
　少なくとも一つのシフトレジスタを用いて前記複数の別個のデジタル符号のそれぞれを
生成するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記印加するステップは前記複数の電極のうちの少なくとも二つに実質的に同時に変調
信号を印加するステップを含む、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記復調するステップは、前記複数の電極のうちの少なくとも２つからの信号を共通の
信号経路で結果信号として受信するステップを含む、請求項１、２または３に記載の方法
。
【請求項５】
　複数の相補的検出信号を得るために、前記複数の電極の関連する少なくとも１つに印加
される、前記複数の別個のディジタル符号の補数に基づく複数の相補的変調信号を印加す
るステップと、
　前記複数の電極のうちの少なくとも一つに関連する前記別個のデジタル符号を用いて前
記複数の相補的検出信号のそれぞれを復号し、前記複数の電極から相補的電気的効果を特
定するステップと、
　前記電気的効果と前記相補的電気的効果とを比較することによって二重差動変換を実行
するステップとをさらに含む、請求項１乃至４いずれか１項記載の方法。
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【請求項６】
　前記印加するステップはキャリア信号を前記複数の別個のデジタル符号のそれぞれで振
幅変調するステップをさらに含む、請求項１乃至５いずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　物体の位置に基づく属性を検出するための容量検出装置において、
　前記物体の近接度に影響されるように構成された電気的特性を有し、第１方向を持つ第
１電極と、前記第１方向とは異なる第２方向を持つ第２電極とを有する複数の電極と、
　前記複数の電極の各電極と関連する回路と、
　前記複数の電極に関連する復調器と、
　前記回路および前記復調器に結合されたプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、複数の別個の相互に直交するディジタル符号の関数としての複数の
変調信号を生成させ、前記回路を介して前記複数の電極へ前記複数の変調信号をそれぞれ
印加させ、前記物体によって前記複数の電極のうちの少なくとも１つの電極に引き起こさ
れた電気的効果を選別するために、前記デジタル符号を使用して前記複数の電極から受信
した検知信号を復調し、前記電気的効果から、前記複数の電極に対する前記物体の前記位
置に基づく属性を決定するように構成されている、装置。
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